
□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ 4件 5件 3件 0件 12件 240

Ｂ 7人 3人 2人 1人 13人 65

Ｃ

Ｄ

№ 1 政策分野 　海と大地に根ざした活気あふれる産業の育成と新たな雇用の創出 【雇用対策】

施策① 　第一次産業活性化につながる雇用・起業支援  [総合戦略 18ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

雇用創出につながる取組支援 0件 5件
■地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの

雇用創出の取組による雇用者数 0人 20人
□地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  ■事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

□地方創生に対して効果が
   あった

■有効だった

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

その理由
起業者への経済的支援を行うことで、新たなしごとがつくられ雇用の創出にもつながり、産業振興を図ることができるため、地方創生に効果的であり、事業を継続することで

更なる効果が期待できる。

 ［外部有識者の附帯意見］

1

 ［特記事項］

Ａ：広尾町起業家等支援補助金交付（1件、400,000円）カフェ（※H29年度にカウント）

Ｂ：雇用者数（1人）　カフェ1人

今後の方針



□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ 0件 0件 0件 0件 0件 0

Ｂ
1,233
千トン

1,303
千トン

1,290
千トン

1,450
千トン

－ 112

Ｃ 0件 0件 1件 0件 1件 100

Ｄ

№ 1 政策分野 　海と大地に根ざした活気あふれる産業の育成と新たな雇用の創出 【雇用対策】

施策② 　十勝港の利活用  [総合戦略 19ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

定期航路の開設 0航路 1航路
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの

十勝港の取扱貨物量 1,189千トン 1,300千トン
■地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

港の利用支援（企業誘致件数） 0件 1件
□地方創生に対して効果が
   あった

■有効だった

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

Ａ：飼料コンビナート進出企業からの情報収集や十勝港港湾振興会会員との意見交換などを行ってきたが、定期航路の開設には至らなかった。

Ｂ：取扱貨物量は３０年（暦年）実績値を代用。飼料コンビナートの原料輸入と配合飼料製造が引き続き堅調だったことから、目標値を上回る実績となった。

Ｃ：29年度に町内企業1件が進出（水産加工施設を建設）し目標値を達成したが、30年度に進出した企業は無かった。

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  ■事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
十勝港の利活用は産業振興に欠かせないものであり、定期航路の開設や企業誘致に向けて引き続きポートセールスを積極的に行う必要があるため、事業を継続する。

 ［外部有識者の附帯意見］
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□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ － 1件 1件 0件 2件 40

Ｂ － 1件 0件 0件 1件 100

Ｃ

Ｄ

№ 1 政策分野 　海と大地に根ざした活気あふれる産業の育成と新たな雇用の創出 【雇用対策】

施策③ 　地元産品の開発と伝承  [総合戦略 19ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

特産品開発件数 0件 5件
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの

有害鳥獣駆除後の処理加工開
発件数

0件 1件
□地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

■地方創生に対して効果が
   あった

■有効だった

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

Ａ：30年度は新たな商品開発は見られなかったものの、28年度に未利用資源の活用としてプロモーションした広尾えびじゃこ(砂エビ)が、29年度に帯広市内のラーメン店と スープ

   カレー店で出汁として使用されたほか、帯広市内と東京都内のパン屋で広尾えびじゃこのピザソースを使ったパンが販売された。また、29年度に町内のパン店において、広尾産

Ｂ：28年度中における鹿肉加工の施設整備により、すでに目標値を達成しており、商品化されたソーセージや鹿ジンギスカンなどが各種イベントや農協店舗で販売されている。

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  ■事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
特産品を開発することで、産業振興が図られるだけでなく、雇用の創出や本町の知名度の向上にもつながり、地方創生に効果的であり、事業を継続することで更なる効果

が期待できる。

   昆布を使ったフランスパンが開発された。

 ［外部有識者の附帯意見］
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□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ －
63戸
235人

72戸
261人

63戸
239人

198戸
735人

126
96

Ｂ 9人 21人 15人 15人 60人 40

Ｃ － 0件 2件 2件 4件 80

Ｄ

№ 2 政策分野 　海と山が溶け込むまち・広尾はあなたを待ってます 【移住定住】

施策① 　移住体験の促進による交流人口拡大  [総合戦略 20ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

子ども農山漁村ホームステイ事
業の充実

受入家庭：0戸
子ども：0人

受入家庭：50
戸

子ども：250人

■地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの

移住体験（ロングステイ）の人数 18人 150人
□地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

体験型観光プログラムの開発件
数

0件 5件
□地方創生に対して効果が
   あった

■有効だった

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

Ａ：受入家庭 63戸（漁家：45戸・農家：18戸）、子ども 239人（小学生（東京都1校）：64人・高校生（大阪府5校・神奈川1校・奈良県1校）：175人）

Ｂ：移住体験住宅利用者 15人（広尾市街：5組10人 132日・音調津：3組5人 102日 ）

Ｃ：昆布干し、野菜の収穫の2件を開発し、移住体験住宅利用者へ提供した。

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  ■事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
子ども農山漁村ホームステイ事業を行うことで、都市部との交流の深化により産業振興や地域活性化を図ることができるため、地方創生に効果的であり、事業を継続する

ことで更なる効果が期待できる。また、移住体験住宅の増設なども視野に利用者の増加を図り、移住定住を促す取組を強化する必要がある。

 ［外部有識者の附帯意見］
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□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ 52件 46件 44件 48件 190件 84

Ｂ － 0件 0件 1件 1件 100

Ｃ

Ｄ

№ 2 政策分野 　海と山が溶け込むまち・広尾はあなたを待ってます 【移住定住】

施策② 　豊かな自然の中で安心して暮らせる生活環境の充実  [総合戦略 21ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

住宅リフォーム支援奨励金交付
事業実績件数

51件 225件
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの

地域密着型有料老人ホームの
整備

0件 1件
■地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

□地方創生に対して効果が
   あった

■有効だった

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

Ａ：住宅リフォーム奨励金交付件数 48件、同交付額 4,414,000円（町内限定商品券）、総工事費 71,467,609円、町内施工業者数 20業者

Ｂ：民間によるサービス付高齢者向け住宅（小規模多機能型居宅介護施設と併設）が30年5月に開設した。サ高住：17戸（うち夫婦世帯 3戸）、介護：6戸

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  □事業の継続　   □事業の中止　   ■予定通り事業終了

その理由
住宅リフォームを奨励することで、町内施工業者の業務が増え、奨励金（町内限定商品券）の交付により町内消費も盛んになるため、地方創生に効果的であり、事業を継

続することで更なる効果が期待できる。

 ［外部有識者の附帯意見］

5



□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ
継続
実施

継続
実施

継続
実施

継続
実施

－ 100

Ｂ 2人 3人 2人 2人 9人 90

Ｃ 20件 30件 20件 21件 91件 36

Ｄ

№ 2 政策分野 　海と山が溶け込むまち・広尾はあなたを待ってます 【移住定住】

施策③ 　都市部との交通機能や相談件数の充実  [総合戦略 22ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

高規格道路の全面開通要請活
動

実施 継続実施
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの

地域おこし協力隊の活用 0人 10人
□地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

移住・長期滞在に関する相談件
数

20件 250件
■地方創生に対して効果が
   あった

■有効だった

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

Ａ：中央要望回数 ７回（広尾町企業等誘致促進期成会、高規格幹線道路帯広・広尾自動車道早期建設促進期成会）

Ｂ・Ｃ：移住・定住担当の地域おこし協力隊員が移住体験住宅の利用ピーアールと運営業務を担った。また、同協力隊員が体験型観光プログラムを開発し、移住体験住宅利用者に提供

         した。また、30年度からコミュニティ・スクールの立上げを担う地域おこし協力隊員が新たに１人着任した。

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  ■事業内容の見直し（改善）　  □事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
帯広・広尾自動車道の全面開通は、物流、観光、医療及び防災の分野で必要なものであり、その実現に向けて事業を継続する必要がある。また、移住・定住の促進は地方

創生に有効であるが、移住体験メニューに工夫が必要であり、事業内容の見直しが必要である。

 ［外部有識者の附帯意見］
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□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ 1件 2件 2件 1件 6件 60

Ｂ

Ｃ

Ｄ

№ 3 政策分野 　サンタのまちで子どもを産み育てる環境の充実と健やかな成長を支援 【少子化対策】

施策① 　若者の出会いの場創出  [総合戦略 23ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

出会いの場事業件数 0件 10件
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの

□地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

■地方創生に対して効果が
   あった

■有効だった

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

Ａ：広尾町農業担い手育成センターによる「サンタのまちでの農婚パーティー」への参加（1/12広尾町）。参加者12人（男性5人（広尾町から）、女性7人（町外から））。

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  ■事業内容の見直し（改善）　  □事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
少子化対策として、若者の出会いの場を設けることは有効である。「出会いの場創出事業」を推進し、独身者の婚姻を促進する取組を産業団体などと連携しながら、

充実させる必要がある。

 ［外部有識者の附帯意見］
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□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ －
調査
未実
施

調査
未実
施

23 － 29

Ｂ

Ｃ

Ｄ

№ 3 政策分野 　サンタのまちで子どもを産み育てる環境の充実と健やかな成長を支援 【少子化対策】

施策② 　子育て・教育環境の充実  [総合戦略 23ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

町の子ども子育て支援事業に満
足している保護者の割合

－ 80%
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの
※保育士の人員不足等
の課題を改善する必要
がある。

■地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

□地方創生に対して効果が
   あった

□有効だった

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

Ａ：保護者の満足度をアップする取組は、妊産婦支援（妊婦健康診査等助成・妊産婦通院費等助成）、ひろお保育園及び子育て支援センター機能の充実、乳幼児及び児童医療費

    助成、ひとり親家庭等医療費助成、就学前準備金の早期支給など。31年2月に行った「まちづくりアンケート」の「仕事と子育て・介護が両立できる環境」と「子どもを健全に育てる

　　環境」に関する満足度を問う設問で、「満足」、「まあまあ満足」の割合の合計が、それぞれ、14.8％、30.5％と低い水準であった。（平均22.7％）

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  ■事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
子育て支援の取組は、少子化問題に直結するだけでなく、その充実により移住・定住につながる可能性もあるため、地方創生に効果的であり、事業を継続することで更な

る効果が期待できる。

 ［外部有識者の附帯意見］
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□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ 38人 43人 51人 40人 － 80

Ｂ

Ｃ

Ｄ

№ 3 政策分野 　サンタのまちで子どもを産み育てる環境の充実と健やかな成長を支援 【少子化対策】

施策③ 　地域拠点としての広尾高校活性化  [総合戦略 24ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

広尾高校入学者数 52人 50人
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの
ある程度有効だった。

□地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

■地方創生に対して効果が
   あった

■ある程度有効だっ
た

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

 ［外部有識者の附帯意見］

9

Ａ：広尾高校の入学者を増やす取組は、遠距離通学費補助、給食の提供（有料）、模擬試験料補助、資格検定料補助、WEB講座受講料補助、大手予備校講習費等助成、

    下宿等補助（29年度から）など。31年度当初の入学者数は41人。（広尾町：37人、大樹町：1人＊通学、えりも町：1人、幕別町札内2人＊下宿）

    ＊ＫＰＩの指標を「広尾高校志願者数」から「広尾高校入学者数」に変更。同目標値（31年度）を「1割増」から「50人」に変更。

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  ■事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
広尾高校を存続させるためには、地域と連携した特色ある高校づくりを進めて、魅力を高める必要があるため、引き続き入学者を増やす事業を継続実施し、「北海道広尾

高等学校存続対策協議会」と連携して間口維持の要請活動、町内外へのPRチラシの配布などの取組を積極的に行う必要がある。



□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ 14人 14人 26人 26人 80人 80

Ｂ － 0人 0人 0人 0人 0

Ｃ

Ｄ

 ［外部有識者の附帯意見］

10

Ａ：29年度から町の人材育成事業として「第2期ひろお未来塾」を開講した。30年度は2年目の事業を行い、若年層を対象に課題解決能力を有するまちづくりリーダーの育成を図った。

　　＊ＫＰＩの目標値（31年度）を「250」から「100人」に変更。

Ｂ：人材の確保に苦慮している。町民ボランティアや地域おこし協力隊員などの活用も検討していきたい。

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  ■事業内容の見直し（改善）　  □事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
まちづくりに意欲のある町民が集い、学び、考え、つながる場を設け、課題解決能力を身につけて本町の未来を創り出すクリエイティブな人材を育成することは、地方創生に

効果的であり、事業内容を見直しながら、より一層推進する必要がある。

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

達成に

■地方創生に対して効果が
   あった

■ある程度有効だっ
た

まちづくりリーダーの育成 25人 100人
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの
ある程度有効だった。

広尾版コンシェルジュの育成 0人 10人
□地方創生に対して相当程
   度効果があった

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

№ 4 政策分野 　楽しくくらし笑顔でつなぐまちづくり 【ひとづくりと地域連携】

施策① 　広尾版コンシェルジュやまちづくりリーダーの育成  [総合戦略 25ページ]



□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ － － 15,109件 ー － 101

Ｂ 9回 12回 9回 11回 41回 82

Ｃ
7,911
万円

8,560
万円

5,336
万円

8,444
万円

30,251
千円

42

Ｄ

Ｃ：寄附額が増加した要因は、申込みのポータルサイトを１つ増やしたこと、安定供給できる返礼品の宣伝広告を重点的に行ったこと、過去の寄附者にダイレクトメールを送ったことなど。

№ 4 政策分野 　楽しくくらし笑顔でつなぐまちづくり 【ひとづくりと地域連携】

施策② 　まちのピーアール推進と情報発信の強化  [総合戦略 26ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

ポータルサイトのアクセス数 － 15,000件
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの
ある程度有効だった。

町外での物産品販売回数 5回 50回
□地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

ふるさと納税目標額 75万円
20,000
万円

■地方創生に対して効果が
   あった

■ある程度有効だっ
た

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

Ａ：29年度から広尾町観光協会がポータルサイト「タウンポータル・ひろお」を開設。＊ＫＰＩの目標値「2倍」を「15,000件」に変更。※現在は閉鎖

Ｂ：水産商工観光課所管分：8回（荒川川の手まつり、東京港まつり ほか）、企画課所管分：3回（にっぽり秋まつり ほか）

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  ■事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
産業振興に向けて、本町の産品を発信する物販を主に首都圏で引き続き実施していく。また、ふるさと納税についても、特産品の返礼による産業振興、本町の知名度や

話題性の向上、各種施策の財源確保の観点から、広く寄附金を募る取組を戦略的に行っていく必要がある。

 ［外部有識者の附帯意見］

11



□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ － － － － －

Ｂ 0件 1件 1件 1件 3件 30

Ｃ 14,631人 12,216人 12,933人 12,244人 － 47

Ｄ

№ 4 政策分野 　楽しくくらし笑顔でつなぐまちづくり 【ひとづくりと地域連携】

施策③ 　サンタのまちがおこす新しい観光産業  [総合戦略 27ページ]

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

観光ランキング
道内121位
（25年度）

道内30位
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの
ある程度有効だった。

広尾サンタランドに関する新しい
取組

0件 10件
□地方創生に対して相当程
   度効果があった

達成に

広尾サンタランド入場者数 13,000人 2倍
■地方創生に対して効果が
   あった

■ある程度有効だっ
た

□地方創生に対して効果が
   なかった

□有効でなかった

 ［特記事項］

 ［外部有識者の附帯意見］

12

Ａ：日本政策投資銀行北海道支店調べ（同行によると今後（26年度以降）観光ランキングの調査を実施する予定はない）　＊データがないため、目標値(31年度)「道内30位」を削除

Ｂ：東急百貨店札幌店クリスマスイベントへの参加

Ｃ：10月から12月までの3か月間の入場者数は6,693人（全体の52％）

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  ■事業の継続　   □事業の中止　   □予定通り事業終了

その理由
観光資源の主力である「広尾サンタランド」について、継続事業に加えて新たな取組を行っていくことが、観光客の入込や交流人口の増加につながるため、地方創生に効

果的であったが、事業の継続とともに、新たなアイデアを導入することで更なる効果が期待できる。



□事業効果検証シート／総合戦略で設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）　＊検証結果＊

27年度 28年度 29年度 30年度30年度30年度30年度 累計
達成率
(％)

Ａ 5件 7件 7件 5件 24件 80

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ［外部有識者の附帯意見］

□地方創生に対して効果が
   なかった

13

Ａ：町民ワークショップ（2回）、集落連携からの事業創造モデル事業、新たな働き方・暮らし方の検証、ひろおフォーラムの開催

今後の方針 　□追加等更に発展させる　  □事業内容の見直し（改善）　  □事業の継続　   □事業の中止　   ■予定通り事業終了

その理由
まちづくりリーダーを育成することと同時に、アイデアを実行に移すための体制・組織づくりが重要である。広尾町活き生きプロジェクトの地域活性化に向けた事業は、地方創

生に効果的であったが、補助事業期間の５年が経過するため、別な手法での事業展開の検討が必要である。

□有効でなかった

 ［特記事項］

達成に

□地方創生に対して効果が
   あった

■有効だった

「広尾町活き生きプロジェクト」の
事業件数

0件 30件
□地方創生に対して非常に
   効果的であった

総合戦略のＫＰＩの

■地方創生に対して相当程
   度効果があった

総合戦略における重要業績評価指標（ＫＰＩ） 30303030年度終了時における実績値 外部有識者からの評価

指標
基準値

(26年度)
目標値

(31年度)
事業効果 事業評価 外部有識者の意見

№ 4 政策分野 　楽しくくらし笑顔でつなぐまちづくり 【ひとづくりと地域連携】

施策④ 　各種施策実行をサポートする組織づくり  [総合戦略 28ページ]


